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GPT： Generative Pre-trained Transformer

◆Chat GPTのトライアル（１）
●大塚質問 （７月17日実行）

来週、「論理的記述力を涵養するための教育方法確立に関する基礎研究」をテーマとした研究会（林篤裕名古屋工業大学教授）が
ありますが、そこで、生成AIが論理的記述力を涵養するための教育方法として、議論の論点とすべきことはどんなことでしょうか？

◆ChatGPT回答

「論理的記述力を涵養するための教育方法確立に関する基礎研究」において、生成AIが論理的記述力を涵養するための教育方法に
ついて議論する際に、以下のような論点を考慮することができます。

1．論理的思考の基礎となる概念理解の促進:

論理的記述力を涵養するためには、学習者が基本的な論理的概念を理解し、適用できる能力を育成する必要があります。生成AI
はどのようにして概念理解を促進できるのかを検討します。

2．問題解決と推論スキルの訓練:

論理的記述力を高めるためには、問題解決と推論スキルを訓練することが重要です。生成AIはどのようにして学習者に問題解決
と推論の方法を教え、実践的な訓練を提供できるのかを議論します。

3．論理的な文章構成と論証の構築:

論理的な文章構成と論証の構築は、論理的記述力を向上させる上で重要な要素です。生成AIはどのようにして学習者に論理的な
文章構成や論証の方法を教え、実践的な指導を行えるのかを検討します。

4．フィードバックと評価方法:

教育方法の効果を評価するためには、適切なフィードバックと評価方法が必要です。生成AIはどのようにして学習者の進歩を評
価し、適切なフィードバックを提供できるのかを考えます。

これらの論点を基に、生成AIが論理的記述力を涵養するための教育方法を議論することができます。
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◆Chat GPTのトライアル（２）
●大塚質問

生成AIは、どのようにして論理的思考の基礎となる概念理解の促進をもたらすことができると考えられますか？

◆ChatGPT回答

生成AIは、論理的思考の基礎となる概念理解の促進においていくつかの方法で役立つことができます。以下にいくつかの方法を
示します。

1．概念の説明と定義:

生成AIは、学習者に対して論理的な概念の説明や定義を提供することができます。例えば、特定の概念について質問があれば、生
成AIはその概念に関する定義や説明を提供し、学習者が理解を深める手助けをすることができます。

2．例や模範解答の提供:

生成AIは、概念を具体的な例や模範解答と関連付けることができます。学習者が論理的な概念を理解する際に、具体的な例や模
範解答を通じて概念を具体化し、視覚化することが役立ちます。

3．問題解決のサポート:

生成AIは、学習者が概念理解を深めるための問題解決のサポートを提供することができます。学習者が特定の概念を適用して問
題を解決する際に、生成AIは適切な問題解決の手順やアプローチを示し、学習者が論理的思考を養う手助けをすることができます。

4．インタラクティブな対話:

生成AIとの対話を通じて、学習者は論理的思考を養うことができます。学習者が疑問や質問を生成AIに投げかけることで、双方
向の対話が生まれ、概念理解を深めることができます。

これらの方法を組み合わせることで、生成AIは論理的思考の基礎となる概念理解の促進に貢献することが期待されます。ただし、
生成AIは補完的なツールとして使用されるべきであり、教育者や学習者自身の役割も重要です。
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◆Chat GPTのトライアル（３）
●大塚質問

生成AIは、どのようにして学習者に問題解決と推論の方法を教え、実践的な訓練を提供できると考えられますか？

◆ChatGPT回答

生成AIが学習者に問題解決と推論の方法を教え、実践的な訓練を提供するためには、以下のような手法を活用することが考えら
れます。

1．問題解決の手順の提示:

生成AIは、特定の問題に取り組む際の一般的な手順やアルゴリズムを説明することができます。学習者に対して、問題を解決する
ためのステップやフレームワークを提供することで、彼らが問題を分析し、解決策を導くための手がかりを得ることができます。

2．問題解決の例や演習の提供:

生成AIは、具体的な問題解決の例や演習を提供することができます。学習者は、実際の問題に取り組むことで、問題解決の手法や
推論の方法を実践的に学ぶことができます。生成AIは、適切な問題や演習を生成し、学習者が自身の解答を評価する手助けをする
こともできます。

3．推論のルールや戦略の解説:

生成AIは、推論のルールや戦略について詳細に解説することができます。学習者に対して、論理的な推論を行うための基本的な
ルールや効果的な戦略を教えることで、彼らの推論スキルを向上させることができます。

4．フィードバックと誤りの解説:

生成AIは、学習者の回答や解答に対してフィードバックを提供することができます。学習者が問題解決や推論の訓練を行う際に、
生成AIは誤りや改善のポイントを指摘し、具体的なフィードバックを提供することで、学習者の成長を促進することができます。

これらの手法を組み合わせることで、生成AIは学習者に問題解決と推論の方法を教え、実践的な訓練を提供することができます。
ただし、生成AIは教育者や学習者のサポートと連携して使用されるべきであり、対話や相互作用を通じた学習が重要です。 8



◆Chat GPTのトライアル（４）
●大塚質問

生成AIは、どのようにして学習者の進歩を評価し、適切なフィードバックを提供できると考えられますか？

◆ChatGPT回答

生成AIが学習者の進歩を評価し、適切なフィードバックを提供するためには、以下の手法を活用することが考えられます。

1．自動評価と採点:

生成AIは、学習者の回答や解答を自動的に評価し、採点することができます。特定の問題や演習に対して、生成AIが正解と比較
して評価を行うことで、学習者の正確性や理解度を評価することができます。

2．誤りの指摘と改善の提案:

生成AIは、学習者の誤りを検出し、適切な改善の提案を行うことができます。学習者の回答や解答に誤りがある場合、生成AIは
その誤りを指摘し、正しい手順や解法を示すことで、学習者の理解を深める手助けをします。

3．進捗の追跡と個別化のフィードバック:

生成AIは、学習者の進捗を追跡し、個別化されたフィードバックを提供することができます。学習者が特定のトピックやスキルで
進歩しているかどうかを把握し、彼らに適切なアドバイスや指導を提供することで、学習のパーソナライズを促進します。

4．対話と質疑応答:

生成AIとの対話を通じて、学習者の進歩を評価し、適切なフィードバックを提供することも可能です。学習者が疑問や質問を生成
AIに投げかけることで、生成AIは適切な回答や解説を提供し、学習者の理解を深めることができます。

これらの手法を組み合わせることで、生成AIは学習者の進歩を評価し、適切なフィードバックを提供することができます。ただし、
生成AIは教育者のサポートや指導と併用されるべきであり、教育者の判断や指導力も重要な役割を果たします。 9

◆Chat GPTのトライアル（５）
●大塚質問

「論理的記述力を涵養するための教育方法確立に関する基礎研究」の研究会のメンバーでもある

「大塚雄作」とはどんな人物であるか教えて下さい。

◆ChatGPT回答

申し訳ありませんが、私の知識は2021年9月までのものであり、特定の個人に関する最新の情

報を持っていません。そのため、大塚雄作さんに関する具体的な情報や経歴を提供することはで

きません。大塚雄作さんのバックグラウンドや専門分野については、公開されている情報や関連す

る研究会や大学のウェブサイトなどをご参照いただくことをおすすめします。

https://chat.openai.com/share/c01a3183-558e-4aca-a496-2e7c74667c5b
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◆Chat GPTのトライアル（６）

User （６月２７日実行）

今年の宝塚記念はどの馬が勝ちましたか？

ChatGPT

申し訳ありませんが、私は2021年9月までの情報しか持っていないため、
2023年の宝塚記念の結果についてはわかりません。最新の情報を確認す
るには、競馬の公式ウェブサイトや関連ニュースソースを参照してください。
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◆Chat GPTのトライアル（７）・・・hallucination
User 大塚雄作の経歴と業績を教えて下さい。

ChatGPT 大塚雄作（おおつか ゆうさく）は、日本の競馬騎手です。

以下に、彼の経歴と主な業績を挙げます。

経歴： 大塚雄作は、1990年11月17日に北海道札幌市で生まれました。

高校時代から競馬学校を志し、競馬学校長期騎手課程を経て、2007年に騎手免許を取得しデビューしました。

主な業績：

・2008年、デビュー2年目にして桜花賞（GI）をエフティマイアに騎乗して制覇し、初のGI勝利を達成しました。

（実際は、エフティマイアは15番人気ながら2着。鞍上は蛯名正義現調教師）

・同年、秋華賞（GI）でもエフティマイアに騎乗し2着となり、クラシック二冠を逃しました。（5着）

・2012年、ジャパンカップ（GI）にヴィルシーナに騎乗して優勝し、再びGI勝利を挙げました。（不出走）

・2013年、天皇賞（春）（GI）をキズナに騎乗して制覇し、GI2勝目を達成しました。(13年ダービー馬）

・2014年、大阪杯（GI）をアーネストリーに騎乗して優勝し、GI3勝目を挙げました。（11年宝塚記念）

その他にも多くの重賞レースで好成績を収めており、数々の名馬に騎乗してきました。

大塚雄作は、重厚な実績を持つ騎手として知られており、競馬界でも一流の存在です。彼の騎乗技術と経験は、

多くのファンや関係者から高く評価されています。 12



◆Chat GPTのトライアル（８）

User 早稲田大学大学院教育学研究科の教育工学演習の授業で、「大学入試を考える ― 共通試験
のあり方を中心に ―」と題して講義を行うことになりました。どんな授業をすればよいでしょうか？

ChatGPT 「大学入試を考える ― 共通試験のあり方を中心に ―」というテーマでの授業を行うた
めには、以下のような内容を取り入れることができます。

１．共通試験の概要の説明:

・共通試験とは何か、どのような形式で行われているかを説明します。

・入試科目や試験内容、評価方法などについて解説します。

２．共通試験のメリットとデメリットの分析:

・共通試験が導入された背景や目的を考察します。

・入試の公平性や透明性、大学選択の自由度などのメリットと、一律試験の制約や個別性の欠如など
のデメリットについて議論します。
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◆Chat GPTのトライアル（９）

３．共通試験改革の動向と議論:
・最近の共通試験改革の動向や議論について紹介します。
・大学入試制度の変革に向けた提案や議論について考えます。

４．大学入試における多様性の重要性:
・共通試験の一律性に対して、個別の能力や特性を評価する方法について議論します。
・個々の大学が独自の入試方法や評価基準を持つことの意義について考えます。

５．学生の視点からのディスカッション:
・学生自身の大学入試に対する意識や経験について聞き取りを行い、ディスカッションを促します。
・入試制度や試験内容に対する学生の意見や提案を共有し、考えを深めます。

６．まとめと展望:
・授業のまとめとして、共通試験のあり方や大学入試制度に関する考えを振り返ります。
・今後の大学入試の方向性や可能性について展望し、学生が持つ考え方や選択肢を尊重する重要性
を強調します。

このような授業を通じて、共通試験のあり方についての理解を深めると同時に、学生たちの意見や
考え方を尊重し、個（ここまでで途切れる） 14



●生成AIの普及による留意点

何かヒントを得る状況（論文や試験問題の作成など）における常套
手段として広がる可能性（例えば、Wikipedia）
検索データベースの整備・ある状態への重み付けの精度などの改
善によって、ツールとしての性能が向上する可能性 （GPT-4）

https://sogyotecho.jp/gpt-4
文章の添削・校正・要約、ブレインストーミング、論点の洗い出し、アイデアの提案、
等々

一定のアルゴリズムの下に生成されることによる回答の均質化・マ
ンネリ化の可能性

生成AIに頼ることにより、人が得る力と失う力の確認
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了

ご清聴
ありがとうございます
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